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新茶シーズンの到来を前に茶業者大会を開催

▲品種について講演した川口氏

新たな観光名所へ
徳山区で桜まつりが開催されました

　第13回町茶業者大会が山村開発センターで開
かれ、約70人の茶業関係者が出席しました。
　第71回全国茶品評会上位入賞者への感謝状授
与や各品評会受賞者の表彰を行ったほか、「川根
本町美しい茶園でつながるプロジェクト実行委
員会」による事業報告が行われました。講演では
品種茶専門店「心向樹」の川口史樹代表が講師を
務め、品種茶の多様性、産地と品種の相関などに
ついて講演しました。最後に、消費者の期待に応
える川根茶づくりへの決意表明が行われ、参加
者は茶業振興に向けて決意を新たにしました。

　徳山地区で毎年恒例となった桜まつりが4月
１日から８日まで開催され、町内外から多くの
方が訪れました。
　3月末に急に温かくなった影響で、枝垂れ桜
が例年より早く満開となり、桜のトンネルと
なった町営サッカー場前の枝垂れ桜をはじめ、
徳山区内の桜（枝垂れ桜とソメイヨシノあわせ
て約300本）が多くの方を出迎えました。
　８日には「徳山桜まつり実行委員会」によるイ
ベントが実施され、川根高校生による吹奏楽や
赤石太鼓のほか、露店などで賑わいました。

よりよい茶づくりへの決意、新たに
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「川根本町・吉田町地域イノベーション推進事業」としてシンポジウムを開催

特技を生かし、無理せず楽しく続けることなどを話した登壇者

　シンポジウム「まちづくりと女性の活躍」が
文化会館にて開催され、町内外から約 120 人
が来場しました。
　基調講演では、宮崎県綾町の郷田美紀子氏が、
同町のまちづくりと有機農業の取り組みを紹介
しました。第二部のパネルディスカッションで
は、郷田氏と大井川流域におけるまちづくりで
活躍する渡村マイさん（藤枝市）・杉本真美さん

（島田市）・神東美希さん（川根本町）の４名の女
性が、食に関するそれぞれの取り組みや、活動
を継続させるポイントなどを紹介しました。

「食」の活用・女性の活躍をまちづくりに
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▲新入団員宣誓をする鈴木晃佑団員▲井口団長から新入団員を代表して 
　辞令を受ける前田大貴団員

「崇高な使命を胸に」
平成30年度 川根本町消防団辞令交付式

▲本年度就任となった井口晶彦団長

▶「この地域は、いのちの循
環、自然の摂理を見つめる
こ と が で き る 所。も っ と
もっと情報発信をしてほし
い」と呼び掛けた郷田氏。

～

4月3日頃の満開を迎えた枝垂れ桜トンネル

辞令を受けるため整列する新入団員

▲感謝状を受け取る川崎好和さん

ここにも、一つの物語。
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